
付加価値を高めれば
新たな「気付き」が生まれる

　日本の繊 維 産業を支えてきた養 蚕

農家の数は、1929年全国に約220万

戸ありましたが、現在約300戸程度に

まで減少しました１）。その結果、経験に

裏打ちされた養蚕技術の継承が困難

になってきています。

　バイオコクーン研究所は、地方自治

体と共に日本 古 来 の 伝 統や技 術を生

かしつつ、新しい技術を取り入れなが

ら地方創生へ貢献することと、健康長

寿社会の構築を目指す「養蚕イノベー  

ション」を提唱しています。従来の繊

維産業を支える養蚕では、マユのシル

クだけが用いられ、一部が家畜や魚の

餌、肥料などに利用されるものの、大

部分は廃棄されていました。当研究所

では、カイコ、シルクはもとよりサナギ

やカイコの餌となる桑まで、すべてを

余すことなく有効活用するために、そ

れらが持つ機能性を研究しています。

桑、シルク、サナギ
すべてをいただく

　桑の葉は食物繊維、カルシウム、鉄分

など、桑の実にはポリフェノール、アント

シアニン、ミネラルなどが豊富に含まれ

ています。抗菌性・抗酸化・血糖上昇

抑制・免疫力向上・抗がんなどに関す

る機能性を持つと言われています２）。

　シルクから抽出したタンパク質（シル

クパウダー）は、マウス実験で肝機能改

善や毛髪のアンチエイジング効果が確

認されています３）～５）。

　また、当研究所では、マユからシル

クを取った後に残るサナギを用いて純

国産のカイコ冬虫夏草を開発していま

す。

　私たちは「養蚕イノベーション」を通

じ、養蚕技術を守りながら地域の活性

化、さらには健康長寿社会をつくりた

いと考えています。自然や先人の知恵

に学びながら、健康寿命の延伸、人生

100年笑顔で過ごせる世の中を目指し

活動を進めてまいります。

・ 繊 維用のシルクを取った
後のサナギは大部分が廃
棄されている

・ 養蚕の技術や文化そのも
のが失われつつある

・ 桑、カイコ、シルク、サ
ナギそれぞれの機能性を
研究

・ サナギを活用したカイコ
冬虫夏草を開発

国内で 衰 退する養 蚕 業を再 生したい

case study

Product Information

桑の葉を食べるカイコ。 クリーンで制御された環境下
で、サナギに菌を植菌。

カイコが吐き出す糸がシルク。
2種類のタンパク質で形成。

DK Sの歩み

DKS 
Chronicle

1934
　家庭用の洗濯洗剤は、現在では合成

洗剤が主流ですが、日本でも洗濯機が

広く普及するまでは固形石鹸が使われ

ることが一般的でした。石鹸よりも優

れた洗浄力を求め、世界で初めての合

成界面活性剤が開発されたのは1834

年のこと。ドイツのルンゲ氏が動植物

油脂に硫酸を作用させ、中和すること

で生まれた「ロート油」でした。

　その後、油脂原料の高騰などにより、

油脂を原料としない界面活性剤の開

発が余儀なくされ、その性能が認めら

れたのが高級アルコール。なかでもド

イツ・ベーメ社が工業化に成功した高

級アルコールは、世界6カ国で特許を

取得したうえ、1933年にはアメリカの

デュポン社やP＆G社が家庭用合成洗

剤に応用するに至りました。

　一方、日本では1928年に広瀬正雄氏

（日本油脂／現  日油）が抹香鯨油からの

蝋アルコールの採取法で特許を取得。

社運をかけて合成洗剤の創製に取り組

んでいた当社は、数種の原料の実験を

重ねた結果、技術的にも経済的にも、

この抹香鯨油が優れていることをつか

み、譲渡を申し入れて特許権者となり

ました。

　1934年には、工業化に向けて技

術を進展させ、追加特許も出願。同

年12月には早くも国産初の高級アル

コール系新洗剤を工業生産するに至

りました。このとき上市された製品は

「DKS100番」と「DKS 300番」。

　とくに「DKS 300番」は羊毛工業の

原毛、トップ洗浄に、人絹工業では精

練、染色の助剤としての有効性を発

揮。1935年には新工場を建設し、生

産高24トンを記録しました。

　その後、 「DKS300番」は「ネオゲン」

そして「モノゲン」と2度改称し、広く

愛されるブランドへと育っていったこと

はご存知の通りです。

国産初の家庭用合成洗剤を創製
現在、洗濯用の洗剤として主流になっている合成洗剤。
その開発は、従来の油脂に代わる原材料「高級アルコールの採取法」の
特許を手に入れることから始まりました。

「 モノゲン」の量産化で
合成洗剤の

国内普及に貢献

Photograph for:

油脂工場に接続する新工場を建設
油脂工場に接続して、鉄筋3階建ての新工
場を建設。モノゲン （DKS300番）、各種整
理剤がここで製造されるようになった。
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発売開始当時のネオゲン（DKS300番改め）

ネオゲンは家庭用のシャンプーから発売さ
れた。この瓶入500グラム（1円）は初めて
毛糸洗専用として売り出された時のもの。
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第一工業製薬社報（1937年3月号）
「ネオゲン」を改称し「モノゲン」としたこと
と、家庭用「モノゲン」の発売を告げる社
報。

コンシューマー向け製品「モノゲン」は、 
洗剤の啓蒙も含め、多くの広報活動が行
われた。このポスターもそのひとつ。江
戸〜昭和の名建築を移築した 「 江戸東
京たてもの園（東京都小金井市）」の銭湯

「子宝湯」で見ることができる。
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バイオコクーン研究所が提唱する  
新しいカタチ
養蚕イノベーション®

藤 瀬  圭 一   F u j i s e K e i i c h i 

バイオコクーン研究所 代表取締役社長
tel 019-613-5564

●お問い合わせはバイオコクーン研究所HPより

https://bcc-lab.jp/inquiry/

私たちの取り組みは
まだまだ始まったばかり。
今後もご期待ください。

※「養蚕イノベーション®」はバイオコクーン研究所の登録商標です。

新市場の創出とともに、養蚕業全体の育成および発展を目指す

桑 シルク サナギ

ケミカル × ライフサイエンスで新機能を付与

カイコ冬虫夏草シルクパウダー桑の葉
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